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青果物産地 と市場の展開
江 波 戸 昭
は じ め に
わが国におけ る畑作商品生産部門,と くに疏菜お よび果実の生産 ・流通状況
か らみて,時 代区分を試みると,大 きくい って次の4期 に分けて考え られる。
1伝 統期(大 正rト期 まで)
H変 動期(大 正末期～昭和12年頃 まで)
皿 統制期(戦 中～昭和24年頃 まで)
IV再 編期(昭 和24年頃以降)
春期について,多 少の説明を加え よう。
1伝 統期 江戸中期以降展開し,幕 末開港を契機 としていっそ うの発展
を とげたわが国の畑作商品生産は,こ の期においては養蚕を主力 として,む し
ろ国際市場を対象 とした性格が強 く,青果物をは じめ,国 内消費向の生産は,
国内市場の狭隆性 とあい まって,ご く一部の近郊疏菜産地,果 樹特産地の形成
をみていたにす ぎなか った。
一方の市場側 も,江 戸時代からの 旧市場そのままの 個人聞屋が 存続 してお
り,生産者個人ないし産地商人 との問で相対取引を行なっていた。しか も,限
三)
定 され た産 地 との取引の権益擁i護のため,問 屋組合は品訳加入制 を とっていた
ので あ る。 当時 の 市場問屋 は,他 部門 の場合 と同 じく,職 住不分離 の まま,、
旦那一小僧 とい う前期 的雇 用制度に立脚 した経営 を行 な ってお り,新 規 開業は
す べて,``ノレン分 け"に よっていた。 この ように,ほ ぼ大正中期 までの産 地
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と市場 との結 びつきは,江 戸時代以来の旧態依然たる取引の延長であった とみ
て よい。 その限 りにおいてではあるが,市 場 の業者が,本 来の 商業活動 の面
で,こ の時期ほど自由にふるまい,腕 を発揮できた,う まみのある時代はなか
ったといって よかろ う。
■ 変動期 第1次 世界大戦前後の経済発展に伴 う工業地帯の形成,都 市
への人 口集中,交 通 ・運輸機 関の整備に対応 して,国 内市場向の商品生産 とし
て青果物部門の拾頭がみ られ るようになる。 とくに,昭 和初年の恐慌時には,
養蚕不振に よる桑園か らの作付転換 も加わ って,近 郊 ・遠郊をふ くめ,全 国各
地に新産地が形成 されてい った。それ と同時に,旧 産地に対抗す るための近代
的な出荷形態 として,新 興産地を中心 とした組合出荷の進出は著 しく,一 方,
帝国農会の主導により大都市での農会斡旋所の設置 も進め られた。
この ような産地側の動向は,い うまで もな く,市 場側の変動 とも対応 した も
のであった。政府は,米 騒動に端を発す る社会不安対策のひ とつ として,大 都
市市場をその管理下に くみ こむための 中央卸売市場法を,大 正12年に制定 し
た。東京では,大 震災を契機 として旧市場の統合 ・移転が進め られ,昭 和初年
には新設の市設市場に仮収容 された。問屋 の営業形態は,こ の段階ではまだ,
前期 とほぼ変 りはなか った ものの,新 産地の展開に支えられて,老 舗聞屋に対
す る新興問屋 の拾頭がめだち,来 たるべき中央卸売市場開設へ向けて,荷 受機
関の単複問題をは じめ とす る問屋同士の対立が激化 した。 これ も,下 か らの発
展 として とい うよりは,む しろ上か らの圧力に よって,旧 来の市場組織が再編
成 されてい く過程での,矛 盾の顕在化 として とらえることがで きる。
か くて・東京では昭和10年に中央卸売市場が開設 され,卸 売会社が結成 され
て,従 来の相対売が擢売の方式にき りかえ られた。 .
皿 統制期 日中戦争の勃発に伴い,中 央卸売市場の発足をふ くめて,従
来すでにそ うした兆のみえていた,戦 時体制下の配給統制機構への市場の組織
がえが急速にお し進め られ るようになる。戦時経済を支えるためには,生 産力
の拡充 とならんで,国 民生活の安定が必要 とされたが,そ れにはまず,日 常生
活必需品の物価の安定をはか らねばな らなか ったのである。昭和13年制定の国
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家総動員法を基軸 として,統 制へ向けての施策はぞ くぞ くと打出され,市 場は
しだいにがんじが らめにされていった。 とくに,青 果物配給統制規則のの公布,
公定価格の設置,配 給制度の確立と進展 してい くなかで,市 場の卸売会社は,
完全な国策会社 としての統制会社に改組 されてしまった。 こうして,市 場側が
まった くその営業の自主性を奪い去 られ てい ったの と同時に,展 開をつづけて
きた産地側 も,食 糧増産政策が とられ るなかで,供 給圏の設定,指 定産地の選
定 などを通 じて,自 由な生産販売を禁 じられ,市 場圏はむ しろ縮小され,一 方
でうバ 取引が拡大 していった。戦局の変化につれ,こ うした配給統制機構はほ
とん ど何の役割を果す こともなく,混乱の うちに終戦を迎えたが,統 制その も
のは,果 物が昭和22年に,疏 菜が同24年に撤廃されるまで,戦 後も継続されて
いた。
IV再 編期 統制解除後,と もか く市場は戦前の状態にたちもどったが,
　ラ
複数の卸売会社 の下で,統 制末期に集荷責任量をこなすためにはじめられた荷
引 き競争がい っそ う激化 していった。農地改革を契機 として,青 果物において
もその生産 ・流通条件がしだいに整備され,産 地形成が著 しく進展するように
な ったとはいえ,ど ちらか とい うと,産 地の復興が立遅れていた初期の段階に
あっては,生 産が需要に追いつかず,各 卸売会社は,前 渡金 ・奨励金を活用 し
て,生 産者か らの荷引きにつ とめたのであ った。 こうした生産者に対する優遇
措置が,産 地の育成に果 した役割はかな り大 きいものがあったといえる。
か くて,昭 和30年ごろまでは,青 果物流通は,産 地側の売手市場であった と
いってよい状態がつづいたが,新 旧産地の形成 ・発展が軌道にのるにつれて,
販売競争が激化す るに至 り,出荷の大型化 ・大量化が進む とともに,む しろ買
手市場へ と逆転 していった。一方,大 都市市場でも,従 来 よりいっそ う,集散
市場 としての性格を強めてい くなかで,合 併による会社の大型化,市 場施設の
立体化な どに より,旧来の市場組織を再編成せざるをえない段階にたちいた っ
ているのである。
以下,焦 点を第IV期に しぼって,戦 後の産地 と市場(こ こでは とくに東京市
場)と の対応関係について,統 計処理を中心 として検討 していこうと思 う.3)
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注1)当 時は,品 目別 ・地域別に問屋の取扱う商品が限定されていた。問屋はその取
扱希望品目について,問屋組合の理事者に申出で,規 定の加入金を納付 しなけれ








下(昭 和43,44年刊)の 筆者担当分を参照 されたい。なお,以 下本文の内容は,




戦前,「 米 と繭」 といわれた 日本農業は,戦 後の養蚕不振,新 興部門の拾頭
につれて,'「米 と園芸 ・畜産」 といわれ るようになった。た しかに,農 業総産
出額の比率でみると,戦前の昭和10年当時には,野 菜6%,果 樹3%に すぎ
なかった ものが,昭 和41年には野菜12%,果 樹7%,両 者合わせて20%近 、
くを占めるほ どになってお り,米についで畜産 と並ぶ存在になっている。
戦後のこうした青果物生産の展開の基盤は,や は り農地改革に よって与え ら
れた といってよい。す なわち,農 地改革は半封建的な生産関係 として,日 本農
業生産力の展開を阻害 してきた地主制の重圧か ら,直接生産者 としての農民を
解放 したことに よって,小 商品生産段階での商業的農業の急速な展開の契機 と
なったのであった。加えて,戦 後の食生活の変化,食 品加工資本の進 出に伴 う
需要の増大 とい う新 らしい条件に支えられて,青 果物生産は一貫 して成長をつ
づけてきたのである。
1例として総理府統計局の 「家計調査報告」か ら,1世 帯当た りの主要青果
























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































人 口5万人以上の都市1世 帯当た り。
35
が,こ れは調査対象が都市世帯 であ るためで,む しろ農村 世帯 での消 費の伸び
率が高 まってい るもの と推測 され る。
品 目別 に消費動向をみ る と,か な りの相違 があ る。 野菜ではキ ャベ ツ,ト マ
トな どが着実 に 増大 をつづけてい るのに 対 し,イ モ類,根 菜類は減 少 してお
り,果 実 で も ミカン,ブ ドウ,ナ シな どの増加,カ キの減少 とい った現象がみ
られ る。 これ らの動向 は,生 産量 その もの,さ らに後述す る市場入荷量 にみ ら
れ る変遷 と一致す るものである。
また,し ぽ しぼ指摘 され る ように,こ の間の単位数量当た りの価格の高騰 は
著 しく,100グ ラム当た りに して,野 菜 では ゴボ ウが4.18円か ら11.69円へ
と3.57倍に上昇 してい るのを筆頭 に,ハ クサ イの1.73倍まで,い ずれ もほぼ
2.～3倍 とな ってお り,果 実で もスイカの2.55倍か ら リンゴの1.13倍まで,
1～2倍 と な ってい るものが多い。 この間の東京で の 消費者物価指 数の 上昇
率(昭 和31年 を100とす る と40年が147)を,ほ とん どの品 目が上回 わ って
1)
い る ことになるが,こ の点 につい ての分析は ここでは省略す る。
2)
産地の地域的変動については,既 に 論 じた こともあるので,こ こではその
後の変動を加えて補足的に記す ことにしよう。永年作物 として,作 付面積のと
らえやすい果樹について,果 樹園率の面か ら農業地域別の変動をみたのが図1
で あ る。 まず,戦 前 ・戦後の変動 を示す(i)をみ よ う。昭和4年 当時は和歌ILi紀
北 の18.5%をトップに,同 紀中,青 森津軽,静 岡中部 とい った ミカ ン,リ ンゴ
の主産地 が10%以上 の地域 として局地 的にあ らわれ てい るにす ぎなか った。 そ
れ が戦後 の35年にな る と,全 国的 な果樹園化 の進展 と ともに,前 記 の核心地 に
加 えて,そ の周辺地域へ の拡大,あ るいは新 しい果樹 作中心地 の形成 が明瞭 に
よみ とれ る。10%を こえる地域 は13に達 し,ミ カ ンでは愛媛東部 ・南部,和 歌
山紀南,長 崎西彼杵,リ ンゴでは長野北信,青 森 三八,ブ ドウとモモの山梨 国
中な どの発展 は とくにめざま しい ものがみ られ る。
さ らにこれを戦後の昭和25～40年について しぼ ってみる と,同 図(ii)のご と
くで,こ の15年間の動 き,こ とに先 の35年当時 とくらべれぽ 明 らか な よ うに,
最近 の果 樹園化 の著 しさが よみ とれ る。 もっ とも,戦 中の果 樹園か らの食糧生
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産への転換政策のあお りを受けて,和 歌山紀中 ・紀北のように,25年当時はむ
しろ戦前 の4年 当時 よ りも低率 とな ってお り,と くに戦 後の伸びが著 しい よ う
にみえ る場 合 もあ る ことに注意せねぽな らない。そ のため,25年の段階 では,
リンゴの青森津軽19.2%を最 高に,ミ カンの和歌 山 ・静 岡 ・愛 媛 ・大分 の5主
産 地域,計6地 域が10%を こえていたのみで あった が,40年には35年の13地域
に対 して,多 少地域区分 の基準 にずれ はあ るにせ よ,25地域 の多 くが これに該
当す るよ うに なってい る。
昭和40年の最 高は相変 らず 旧産 地 の和歌 山紀 中で41.5%と高 く,同 紀 北 と,
すでに旧産地的性格をそなえるに至 った愛媛中予 とがこれについで30%台とな
ってい る。 リンゴの青森津軽が23.1%と戦後ほ とん ど伸び悩みの状況にあるの
に対 して,25年には10%にもならなかった新興地域の拾頭がめだっている。す
なわち,長 崎西彼を筆頭に,愛 媛南予 ・東予,和 歌山紀南,長 野北信,香 川小
豆,佐 賀松浦,山 梨国中とい った諸地域がそれにあた るが,こ れ らの地域の多
くは,す でに戦前か ら産地形成の萌芽がみ られた ところで,戦 後になってその
展開の速度が早 まったもの といえる。 これに対 し,25年当時はほんの1～2%
にす ぎなか ったのが,40年には10%をこえるほ9il『tatった福岡筑後,山 形村山,
熊本天草,長 崎東南部な どの地域は,ほ ぼ純粋に戦後に躍進を とげたもの とみ
て よい。 とくに昭和30年以降,ミ カンを中心 とした北九州諸地域の産地形成に
3}
は 目をみは らせ る ものがあ る。'
疏菜産地 につい て も,果 樹 と同様 の新 旧主産地 の競 合 ・交替がみ られ るが,


































































●香 川 ・小 豆
10 20{%.) (昭和25年}
冨
7%以 上 の ものにつ い て のみ 掲上。
各 年 「農業 セ ンサ ス」 に よ り作成。
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青物果の出荷状況
青果物 の流通状況に関 して,産 地での生産統計お よび中央卸売市場への入荷
統計については,す でにかな り以前か らの調査が行なわれ ていて,そ の歴史的
変遷を とらえ うるが,そ の中間的過程,す なわち,生 産者 の出荷状況 とか,中
央卸売市場以外へのルー トについては,ほ とんど調査がなされていなか った。
ところが,昭 和30年代後半にはい り,と くに生鮮食料品の価格の騰落が社会
問題 として年中行事の ように論議 され るようになって以来 とい うもの,農 林省
は昭和38年7月9日 に閣議決定された 「生鮮食料品流通改善対策要綱」に基づ
いて,そ うした問題に対処す るための基礎資料 として,流 通統計の整備に着手
し,39年4月には統計調査部内に 「流通統計課」を設置 した。
その流通統計課で調査 し公表 した統計の うち,最 も重要 なものであ り,これ
までの資料でまった くといってよいほ どに欠如 していた 「青果物出荷統計」を
利用 して,生 産者 の出荷状況を検討 してみ よ う。昭和40年度の主要品 目につい
ての総括は表2の ごとくであ り,出 荷先を加工 向と生食 向 とに区分 し,生 食向
の ものをさらに,大 ・中 ・小都市向の3つ に分類 してい る。 自市町村内での消
費は 自給量 とみなされてい るため,中 小都市 とい うのはほぼ自市町村近隣の,
換言すれば 自県内ない しその周辺の都市 とみな して よかろ う。
まず 自給率か らみる と,こ の点で最 も高いのは,表 では除外 したが(調 査は
野菜41,果 実17品 目について実施 され てい る),サン トウサイの64,7%で,
カボチャ,サ ヤインゲ ン,ナ ス,サ トイモのいずれ もが過半を自給用 としてい
る。 これに対 し 自給率が低いのは,マ ス クメPン の1.4%は特殊 な存在 とし
て,メ キ ャベツ4.2%をは じめ とす る洋菜類全品 目お よび ミツバが10%未満 と
なっている。果実 では概 して自給率が低 く,最 高のウメで も40.9%であ り,ほ
とん どが10%前後にす ぎない。
出荷量の うち,生 食 向のものについてみると,1類 都市=大 都市市場向けの
ものが多いのは,自 給率の低いマス クメロン,洋 菜類な どで,大 都市への出荷












































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































乏,中 小 都市 向け出荷 の多いマ クワウ リ,ソ ラマ メ,シ ョウガな どが あげ られ
る。果実 類については,加 工 向が相対 的に多い オウ トウ,ウ メ,モ モのほかは
一般的に大市場向けが 多いが,伝 統的 な カキ,ウ メ とい った品 目では地 元中小
都市向け もこれ に匹敵す るほ どとな ってい る。
っ ぎに表3か ら,こ れ らの主 要品 目を主産県別 にみ ると,同 じ品 目で も出荷
状況につ いて非常 に大 きな差異 が認め られ る。 とくに生食 向 と加工向,換 言す
れば各産地に対 す る食 品加工資本の介 入の度 合に よって,地 域的特色が明瞭に
み られ るのである。
た とえば,ダ イ コンについ てみ る と,出 荷量 において首位にあ る愛知は4位
の静岡 とともに過半が加工 向,す なわ ち タ クア ソ用に向け られ てい るのに対 し,,
2位の千葉,3位 の神奈川は生食用,と くに1類 都市へ 出荷 されてお り,こ れ
につ ぐ北 海道 の場合は,同 じ生食向ではあるが,大 都市 よ りも地元中小都市 向
けが卓越 している。 トマ トについて も,長 野 ・茨城 ・愛知 ・栃 木はいずれ も,
ケチ ャ ップな どの加工 向契約栽培が多いのに対 して,千 葉をは じめ,神 奈川 ・・
大阪 な どは生食 向,と くに大都市市場 を対象 としてい る。 また,表 には示 さな
か ったが,カ ンシ ョの場合,鹿 児島をは じめ,宮 崎 ・千葉 とい った上位諸県 で'
は加工 向が圧倒 的に高いが,神 奈川お よび京阪神 の諸府県では生食 向が多数 を・
占め てい る。一般的にい って,当 然 の ことなが ら,京 浜 ・阪神 ない しその隣…接
諸府県に1類 都市を中心 とす る生食 向が卓越 してい る といえ るが,長 野 のハ ク
サイ,高 知 のキウ リとい った中間 ない し遠隔産地,あ るいは栃木の イチ ゴの よ
うな最近躍進 を示 してい る新興産地で,そ れ以上に大 都市 向け比率の高い こと二
が注 目され る。その反面,大 市場 の地元であ りなが ら,東 京 のハ クサイの よ う・
にむ しろ加工 を主体 としてい る場合 もみ られ る。 また,生 食 向が大部分を 占め
てい る品 目のなかで も,新 潟のキ ウ リ,茨 城の ナス,兵 庫 のイチゴな どの よ う・
に,相 対的 に加工 向の比率 の高い ものがみ うけ られ る。
果実 につ いては,ミ カンの 静 岡 ・神奈川,ブ ドウの山梨 ・長野,カ キの宮
城 ・福 島,モ モの山形 ・福 島,ウ メの和歌 山 ・山梨な ど,い ずれ も相対的に加
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媛 ・北九州諸県,山 梨 の モモ,山 形の リンゴとい った ところが指摘で きる。
ここで,も うひ とつ 注意 して おかねばな らないのは,こ れ らの資料か らみ
て,2・3類 都市,す なわ ち地方中小都市への出荷が予想以上に高 まってい る
こ とである。表3に 掲 げた のは主要各5府 県のみであるため,そ の状況がそれ
ほ ど明瞭には示 しえないが,京 浜市場を擁す る関東7都 県について,主 要品 目
の出荷状況をみる と,1類 都市 よりも2・3類 都市への出荷量の多い もの とし
て,ダ イ コンで茨城 ・栃木 ・群 馬 ・埼玉,ハ クサ イで栃木 ・埼玉 ・神奈川,ト
マ トでは群馬 ・埼玉が あげ られ る。都市近郊 としては,各 品目での主産地形成
が比較 的お くれている,い わば補助的段階での野菜生産地にこ うした傾向が強
い といえ るが,と にか く,京 浜 とい うわ が国最大 の消費市場を 目前に控えてい
なが ら,地 方中小都市へ の出荷が意外 と大 きな比重を占めているのである。
しか し,地 方中小都市向けの比 率が,以 前か らこの よう な高位にあったわけ
ではない。 きわめて不十分 な数値 しかえ られず,し か も資料の性格か らして信
悪性に多少 の問題があ るが,大 づかみな傾向を把握す るために図2を 作成 して
みた。昭和32～41年のほぼ10年 間における関東地方主要都市(都下を除 く)で
の卸売市場(中 央卸売市場を除 く)の 青果物取扱高の変化であるが,こ れだけ
か らみて も,こ の間の地方市場の著 しい伸展が明 らかであ る。 とくに,船 橋 ・
柏 ・相模原 ・所 沢 ・土浦 ・木更津 な ど,10倍前後の伸びを示 してお り,京 浜周
辺 の都市化 ・工業化 の激 しい地域 での動向がめだっている。 さらに,高 崎 ・前
橋 ・足利 ・佐野 ・下館 ・水戸 な ど,周 辺部の地方中心都市 も,最 近の工場進出
に伴 う消費人 ・の増大を反映して,5倍 前後の順当な伸びを示 している1)ちな
みに,こ の間の東京都中央卸売市場での増加率は3.5倍となっている。このよ.
うに,関 東地方全般にわたって,地 元消費に向けられる比率が上昇する傾向は,
今 後 もいっそ う進展するものと思われる。なお,こ うした地方市場での取扱量
増 大が,一 面では都中央卸売市場か らの転送によって支えられているとい う状
:況については後述す る。
出荷の形態別にみた最近の府県別および品目別状況は表4・5に示すごとくで



































































































































































































































































































































熱 讃天寵 饗 鰭 徽 酬 議 皐拉 している「個人出礁 中市町村」にらし、
部 分 の個人 出 荷量 が お よそ疏 菜 で ユ23万トン,果 樹 で75万トンと推 定 され てい る。














































































































































































































































































































































































表6主 要果樹生産県の出荷状況(昭 和36年) (」単位:ト ソ,%)










































































































































農林省調べ。 山形 ・千葉 ・和歌山 ・広島 ・長崎 ・大分の6県 は未報告であるため,
全国の数値はその分がふ くまれていない。
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であ り,個 人 出荷の各49%,26%と並 んで高い。 と くに疏菜の個人 出荷率は相
変 らず高い といえる。一方,業 者を通す いわゆ る商人出荷 は8%,1796と低 く
な っている。
品 目別には共同出荷が過半を占め るのは ミカン,ナ シ,モ モ,ト マ トで,ダ
イ コン,ナ ス,ニ ンジン,キ ャベ ツ,ブ ドウな どは個人 出荷 の比重が高い。青
森 を中心 とした リンゴでは,な お商人 出荷が共同出荷 とほぼ同率 となっている
のが特徴 的である。
品 目ご とに府県別 に扱 った最近 の資料 は見 当た らないため,調 査基準はちが
ってお り,し か も調査 もれ の県 もあ って不十分な ものではあ るが,昭 和36年の
調査結果か ら果樹の一・・-i部を表6に 示 してお く。 これに よれぽ,総 合農協系 の強
い リンゴ と園芸農協系の強い ミカン,モ モ,ブ ドウとい った違いはあ るにせ
よ,ミ カンの主産3県,リ ンゴの長 野,モ モの山梨はいずれ も共同出荷 が主体
をな してい るのに対 して,リ ンゴの青森 はい うまで もな く,モ モの福 島 ・岡山,
ミカ ンの静岡 もか な り商 人出荷が多 く,ま た,個 人 出荷 としては リンゴ の青
森,ブ ドウの山梨が相対的に高い ことが示 されてい る。 しか し,全 国での数値
と対照 してみれ ばわか る よ うに,こ こに掲上 した主産地以外 の府県において,
リンゴを例外 として,個 人 出荷 の率が高い ことを指摘 し うる。
注1)中 央卸売市場,都 下の地方市場をふ くめて,昭和32～38年の同様な変化につい
ては,前 掲拙稿(エ コノミス ト)に分析 してある。
東京市場への入荷状況
昭和41年度 の全国青果物卸売量におい て,六 大都市中央卸売市場 の占め る比
重は,疏 菜が数量で33.5%,金額で3&8%,果 実がそれぞれ36.2%,39.6%
と,い ずれ も1/3をこえるほ どであ った。 しか も,六 大都市の中で東京市場 の
占め る比率は,金 額でみ ると,疏 菜 で54.7%,果実 で50.2%と過半 に達 して
い る。
東京市場への府 県別 の入 荷状況を,戦 後のほぼ5年 お きに整理す る と表7の


































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































愛 媛(38.2),静 岡(17.8),和 歌 山(15.6).青 森
49.1),長 野(24.1),山 形(10,8)
台 湾(100.0),沖 縄(0.0),鹿 児 島(0.0)
静 岡(85.4),神 奈 川(12・0),千 葉 一(-2、7)
愛 媛(75.5),山 口(8.9),静 岡(6.2)
山 梨(62.6),山 形(18.9),岡 山(9.4)
ill梨(57.2),福 島(1(〉.0),青魚1岡(6.6)
長 野(23.6),千 葉(21.0),福 島(13.5)
茨 城(29.1),千 葉(23.8),高 知(11.4)
福 島(30,4),奈 良(2e.3),和 歌 山(13.5)
静 岡(65.9),山 梨(20.6),神 奈 川(6.0)
愛 媛(97.6),愛 知(1.0),静 岡(0.6)





























































































































































































































































































































































































































































































































































































茨 城(21.4),神 奈 川(11.9)
岐 阜(17.3),和 歌 山(13.7)
愛 知(11.6),山 梨(2.5)
広 島(O.8),和 歌 山(0.4)
千 葉(31,7),愛 媛(15.7)
茨 城(20.3),山*.L1(15.8)
和 歌 山(36,2),愛 媛(11.5)
広 島(2.2),静 岡(0.8)
































































































































































































































































17年には75%,戦 後では24年の72%以降42年の59%へ と漸減してきてい る
が,こ れを府県別単位にみると,地域的に大き く変動 していることがわか る。
すなわち,従 来は近郊 ものといえぼ,東 京を中心 として神奈川 ・千葉 ・埼玉の
南関東4都 県をさすのが常識的な見方であったが,この地域か らの入荷量は,24
年 の62%か ら42年の41%ぺ と激減 している。 それもとくにひどいのは地元
東京の24%から6%へ の下落である。 これに対 して,北 関東の3県 は10%から
19%へと増大 してお り,関東地方全体が今や近郊産地化 しているといわれ るの
を裏付けている。 この間,昭 和29年までは入荷額の トップを占めつづけてきた
東京が,30年には埼玉に,つ いで33年に千葉,39年に茨城,42年には北海道 ・
群馬 ・高知に追いこされて第7位 に落ちている。 ビ=一目ルや農薬な ど新 しい諸
生産手段の普及,交 通 ・i運搬条件の整備に より,全国的に生産条件が平準化さ
れてきたため,中 間ない し遠隔産地の進出もめざましく,高知 ・北海道をは じ
1}
め,静 岡 ・長野な どの成 長 が注 目され るところであ る。
果実 の場合は競菜 と異 って,関 東各県 での主産地形成がお くれ てお り,全 国
的な供給源 に依存す る傾 向が強い。 とくに主要品 目であ る ミカ ン,リ ンゴな ど
は完全に主産地依存の型 の入荷構 成 となっている。それ で も関東諸県が予想 さ
れ る以上に 高い比率を示 してい るのは,市 場統計の場 合,ス イカ,イ チ ゴ,メ
ロンな どの果菜類が果実 に包含 され るため,こ れ らの生産 の多い近郊諸県がそ
れだけ優位 とな ってい るか らであ る。
つ ぎに品 目別 に入荷状況 の推 移をみ よ う。主要品 目について昭和30年 を100
とした指数 で累年値を示 した のが図3で あ る。一見 して戦後の食生活 の変化に
応 じた形での入荷構成 の変 動がわか る。すなわ ち,疏 菜では レタス,ピ ーマ ン
の ような洋菜類,果 実 でのバ ナナpイ チゴな どは,基 準時点での絶対量が小 さ
か ったにせ よ,こ の10年間に お よそ5～20倍 とい う著 しい伸びを示 している。
これ らについで,果 菜類 の トマ ト,キ ウ リ,葉 茎菜類 のキャベ ツ,ハ クサイ,
タマネギ,根 菜類の ニンジンな ど,い ずれ も洋食系 の料理に利用 され ることが
多 い ものの伸 び率が高い。 これに対 して,か つ て入荷の トップを占め ていた ダ
イ コンをは じめ,ナ ス,ネ ギ,ゴ ボ ウ,カ ボチ ャ,イ モ類 な どは停滞 ない し減
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少の傾向にある。果物 について も,ミ カン,ナ シ,モ モな どが順 当な伸び を示
してい るのに対 し,ビ ワ,ナ ツ ミカ ン,リ ンゴ,カ キな どは停滞 ぎみであ るの
が示 され てい る。
昭和30年お よび40年度 について,品 目ごとの主要供給地 として上位3府 県 と
その比率をみた のが表8で ある。全体的 にいって,と くに疏菜 での東京の凋落
がめだち,替 って近 郊ない し遠隔地 の主産地化が よみ とれ る。た とえば,キ ャ
ベ ツの神奈川 ・千葉,シ イタケの群馬,イ チ ゴの栃木,ピ ーマ ン,キ ウリ,ナ









率がやや鈍化 してきているとはいえ,東 日本をはじめ,全 国的な中核的市場 と
しての役割はいっこうに衰えておらず,人 的 ・物的そして資本構成に至る各面
で,ま すますその支配力を増大しているといえるのである。
そのあ らわれのひ とつ として,神 田市場をはじめ とす る東京市場が,従 来に
1)
もまして集散市場 としての性格を強めていることを指摘できる。すなわち,集
荷面での増大 とならんで,一 方で本来の指定地区 としての都区部のみでな く,
都下から部外へかけての広範囲な地域に対 しての搬出量が,ま す ます増加 して
きているのである。 これは,産 地の大型化 ・専門化の進展に伴い,産1地 自体
が,大 口の入荷を受入れる能力を持ち,取 引規模が大き く,価格の点でも安定
して有利な大市場,そ して信用度の高い大型の卸売会社を,出 荷対象 として選
択す る傾向をもつ ようになってきたこと,ま た,大 都市周辺の中小地方市場の
業者ない し売買参加人にとっても,こ うした大集散市場か ら,ま とまって多品
一57一
目にわたっての計画的な買付けを行な うほ うが,む しろ経済的に有利 であるこ
とに よるもの と考えられ る。
こうした中央卸売市場か らの転送あるいは再搬出の数量は,正 確にはつかみ
に くいが,ま ず,昭 和40年か ら実施 されてい る 「青果物 の転送入荷量に関す る
調査」(農 林省統計調査部調)に より,41年度の転送状況についてみ よう。な
お,こ の調査は,卸 売市場で 上場 された ものが,仲 買人等の 手を経 て転送 さ
れ,他 の市場で再び上場 された数量についてと りまとめた もので,問 屋または
小売店等が荷 引きした場合な ど,都市か らの持出 し量につい ては調査 されてい
ない。41年度の調査は野菜50品 目,果 実53品 目について調 査された。 同年
の転送数量は全国で取扱量全体の3%,そ の うち東京都内か らの もめがほぼ半
数 を占めている。さらに都内の卸売市場別にみ ると,青 果 ともに神 田市場か ら
の転送量が最 も多 く,野 菜で4796,果実で48%を 占めてお り,つ いで荏原,
築地の順に高かったo
東京市場全体か ら全国各都市市場への転送量は表9の ごとくで,北 海道か ら
東北 ・関東一帯,さ らに石川 ・長野 ・愛知を結ぶ線にまで広 く及んでいる。野
菜に比べて果実のほ うが転送範囲が狭い傾向がみ られる。一方,西 日本の中核
市場 としての大阪市場か らは,石 川 ・滋賀 ・三重を結ぶ線以西,九 州 ・四国に
かけての地域に転送されていて,東 京 とともに 日本をほぼ東西に2分 した勢力
範囲をもっていることを示 してい る。 これに対 し,名 古屋市場は,中 部地方各
県に滋賀 ・三重を加えた地域を対象 としているにす ぎず,2大 市場に比べてひ
とまわ り小 さい。
品 目別 にみ る と表10のご と くで・絶 対量 で多 いのは ミカ ン・ タマ ネギ,ンミレ
イショなど比較的保存のき くものが多 く,キ ャベ ツ,キ ウ リ,ナ ツ ミカン,リ
ンゴなどが これ らについでいる。
つぎに昭和33年か ら39年にかけて,隔 年毎に秋の1日 を選んで東京都 が調
査 してきた 「生鮮食料品流通実態調査」の結果を検討 しよう。 この調査では買
出し人に よる搬出先が とりまとめ られてい るが,わ ずか1日 の 調査であ るた































































































































































































































































































































































































ピ ー マ ン
イ ソ ゲ ソ
カ ン シ ョ
パ レ イ シ ョ
サ ト イ モ
ヤ マ ノ イ モ





















































































と表11のごとくになる。雨天のため,部 外からの買出 し人がかな り減少 した39
年を多少の例外 として,概 していえぽ,地 方市場の展開が顕著な隣接の千葉 ・
神奈川への搬出率が低下の傾向にあるのに対 し,群 馬 ・栃木をは じめ,東 北 ・
中部の諸県,さ らに北海道までを もふ くめて,遠 隔地への搬出率が高まる趨勢
にあることを指摘 しえよう。この点か らしても,東 京都中央卸売市場が集散市
場 ・中継市場 として,そ の勢力圏を拡大 させつつあるのが認め られ る。
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東京市場全体の売買参加人の数は昭和28年3月 の6,112人か ら42年4月の
10,659人へ と増加 してお り,その地域的分布をみると表12のごとくになる。都
下の業者を多 く擁す る淀橋市場 と並んで,広 く都区外からの参加人が集 まって
いる神田市場の存在がやは り注 目される。 しかもその神田市場でさえ,昭 和38
年当時には都区内の業者が88%を占めていたのが,42年には80%へ減少 し,埼
玉 ・千葉両県をは じめ とす る都区外のものが271人か ら458人へ と,2倍 近 く
2)
に急増 している点に,最 近の動向が如実に示されている。 さらにつけ加えるな
ら,都区内の小売商のなかに も,付近に他の市場を控えながら,わ ざわざ神田






































































































































































計{76・,・ ・61・e…{L84・】1・8・3・45311・… …111・482・81・li・…1・ ・2・811・651・34111・…11・ ・SS
都中央卸売市場 「生鮮食料品流通実態調査表」各年度による。
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以上みてきたよ うに,大 都市中央卸売市場ないし独占的荷受機関を頂点 とす
る青果物市場の系列化は,い っそ う進展 しつつあるといえるのである。
衷12売 買参加人の府県別人数(昭 和42年4月現在)











































































































注1)東 京都中央卸売市場の集散市場化については,早 くも戦前か らその性格を指摘
しうるが,と くに顕著になったのは昭和30年前後からといえよう。たとえば昭和
28年2月12日付で神田市場拡張期成委員会か ら農林大臣などへ提出した陳情書に
は 「神田市場が関東一円に渉る各住民層の物資供給市場 として,即 ち当市場計画
初期の所謂東京駅を中心 とした半径十哩圏内を飛脱 して近年の実態は五十哩圏内
に及び居 り,市場 としての新生命を果していること・・…・」 と記されている。その






万円,敷 地 約400坪,従 業 員はせ り人2人,事 務 員4人,買 出人41人で構成 され
てい る。14～15年前 まで は さつ まい もの中継市場 と しての役 割を果 た した ことも
あ ったが,現 在 は大宮 市民 を対 象 として純 粋 の消 費地 市場 にな ってい る。近年市
民 の食生活 は変わ り 『5～6年 ぐらい前 までは,近 辺 で とれ るさつ まい もな ども
一軒の家 で1貫 ,1貫500匁とい った単位 で買 ってい た ものが,近 ごろでは精進 あ
げ用 等に2本,3本 くれ とい う買 い方 に な った。 また土曜 日は西 洋野 菜が非常 に
よ く売れ る。 したが って,土 地 でで きた ものばか り,あ るい は東 京へ 出せない よ
うな バネ出 戸)粗 悪 品ばか りを取 り扱 っていては消 費者に見 はな され て しま う』
とい った.亡1の 声 に応 じて,今 回,神 田市 場に入 る良い品 をお裾 わ け してい た
だ くため,売 参をお願 い した のであ ると,社 長は説 明 した。今 までは神 田 ・築地
・豊島市場 あた りの仲買 人にた よっていた が,だ んだ んそ の取扱量 も多 くな って
きたので,自 分 で直接 の り出す ことに方 針 を変 えた とい う。」 いか に も京浜 周辺
の地方 市場 の動 向が如実 に示 され ていて興味深 い。
●
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